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学校保健委員会の開催 

１２月１５日（水）に、学校保健委員会（ハッピースマイル会議）を開催

しました。真和中学・高等学校講師「戸田俊文先生」をお招きして、「メディ

アコントロール」についてのお話を伺いました。久しぶりに、１～３年生を

５限目に、４～６年生を６限目に体育館に集合しての集会形式にしました。

多くのことを教えていただきましたが、その一部をお知らせします。 

 

 

  

 

 

 正しい知識を身に着けた上で、メディアコントロールすることが大切です。コントロールするために

勉強しておくことも教えていただきました。ご家庭で子どもたちから聞いて話題にしてください。 

小中連携の取組② 

 先日、６年生の図工の授業は、中学校の美術教師「清田先生」に来ていただき指導をお願いしました。

自分自身をデッサンする授業でしたが、タブレットを駆使して構図を決める授業をしていただきました。

専門的な指導方法を見せていただき、流石だなと感心したところです。情報交換会で話題になったこと

の続きをお知らせします。 

①粘り強く取り組もう 

 子どもたちは、学年が上がるにつれて、学習や部活動、習い事など、「やるべきこと」「やろうとして

いること」が増えて大変です。そこで、計画的な日常生活を過ごすことが求められていきます。しかし

現実的には、物理的に時間不足になったり、身体面や精神面の成長に伴い不安や悩みも多くなり、思い

通りの生活ができなくなったりすることもあります。そのことは十分わかっていますが、それでも、「毎

日コツコツ努力することが大切である」ということに変わりはありません。出来なかったときは、ごま

かさず素直に反省し、粘り強く取り組むように指導していきたいと思います。 

②目標を明確にして取り組もう 

校長の独り言（安心と勇気のメッセージ） 

先日、校長室ポストに低学年の児童からの手紙がありました。その一部に「いつもがんばっていま

すね。すごいです。これからもお願いします。」と労いの言葉がありました。子どもからの言葉ですが、

大変うれしい気持ちになりました。誰かが見てくれているという思いは、安心と勇気の気持ちを高め

てくれます。子どもたちに、安心と勇気を高めるメッセージをたくさん送ろうと決意しました。 

 ６年生の子どもたちに、将来の夢や目標を尋ねると、意外とはっきり言う子どもが多いです。しかし、

その目標を達成するために、今何をすることが大切かという見通しは乏しいようです。大谷翔平選手が

高校生の頃作成した「曼荼羅チャート」は有名ですが、子どもたちに、将来の夢と今の自分をリンクさ

せて見つめさせることが重要であると思います。情報交換する中で、小中学校９年間を継続的に指導し

ていくことの必要性を再認識しました。 

 

主体的に考え行動する河内っ子 
「笑顔・元気・やる気」 河内校 

種取りの様子 

①フィルタリング（１８歳未満は、法律で規定されている） 

②ネットはみんなのもの（ネットは道路と同じ誰でも通っており危険） 

③名前は隠せない（通信記録は残り、不正は暴かれる） 

④よく考える（ＳＮＳは簡単だが、二度と消せない覚悟が必要） 


